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武蔵大学における公的研究費の不正防止対策に関する基本方針 

 

平成 28 年４月 22 日 

武蔵大学長 山㟢 哲哉 

 

 

この基本方針は、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）（平

成 19 年２月 15 日文部科学大臣決定、平成 26 年２月 18 日改正）に基づき、文部科学省及び文

部科学省が所管する独立行政法人が配分する競争的資金制度による公的研究費について適正

な運営及び管理を行うために必要な方針を定めることを目的とする。 

 

 

１．責任体系 

本学は公的研究費を適正に運営・管理するために、最高管理責任者、統括管理責任者、不

正防止計画推進委員会、不正防止計画推進担当者及びコンプライアンス推進責任者を置く。 

各責任者の役割は「武蔵大学における公的研究費不正使用の防止等に関する規程」におい

て定める。 

 

２．ルールの明確化・統一化 

本学は公的研究費に係る事務処理手続きのルールについて、ルールを明確に定め、必要に

応じて見直しを行う。また、公的研究費の運営・管理に関わる全ての構成員に周知を図る。 

 

３．職務権限の明確化 

本学は、公的研究費の執行及び事務処理に関する職務権限と責任を明確に定め、職務権限

に応じた決裁手続きを別に定める。 

 

４．関係者の意識向上 

本学は、公的研究費の運営・管理に関わる全ての構成員にコンプライアンス教育を実施する。

また、コンプライアンス教育の受講状況を把握し、受講後に確認票の提出を求めることで理解度

を確認する。 

 

５．告発等の取扱い、調査及び懲戒に関する規程の整備及び運用 

学内外から不正使用及び事務処理手続並びに使用ルール等に関する告発等を受け付ける

ための窓口を大学企画室とする。また、告発等に関する手続き等については「武蔵大学におけ

る公的研究費不正使用の防止等に関する規程」において定める。 
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６．不正要因の把握と不正防止計画の策定・実施及びモニタリング 

機関全体の観点から不正を発生させる要因を把握し、不正防止計画の推進を担当するため

に不正防止計画推進委員会及び不正防止計画推進担当者を設置する。不正防止計画推進委

員会の役割については「武蔵大学における公的研究費不正使用の防止等に関する規程」にお

いて定める。 

 

７．公的研究費の適正な運営・管理 

本学における公的研究費の適正な運営・管理のための事務取扱は「武蔵大学科学研究費助

成事業事務取扱規程」において定める。 

 

８．情報発信・共有化の推進 

本学は公的研究費の使用に関する事務処理手続及び使用ルール等について、学内外から

の相談を受け付ける窓口を設置し、研究支援課とする。 

 

９．モニタリングの在り方 

本学は公的研究費の適正な管理を行うための内部監査及びモニタリングを行う。内部監査

及びモニタリングは「学校法人根津育英会武蔵学園内部監査規程」及び「公的研究費監査マニ

ュアル」に基づき、内部監査室が実施する。 

 

以上 


